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  拡大が期待される欧州の洋上風力発電 

 

M R 
 欧州では、これまでCO2 排出量の削減

に向けて、原子力或いは再生可能エネル

ギー(以下RE=Renewable Energy)の導入

が国ごとに進められてきましたが、日本

の原子力発電所の事故以降、複数の国で

原発推進を見直しないしは廃止する動き

がみられています。これに代わって、RE

について、原発を代替する役割も担うこ

とで導入の拡大が見込まれており、とく

に欧州を中心に洋上風力発電市場拡大に

期待が高まっています。 

本資料は、情報提供を目的に作成されたものであり、何らかの取引を誘引することを目的としたものでは

 

脱原発の流れでREへの注目が高まる 

 

欧州各国では、気候変動枠組条約の締

結に伴う低炭素型社会への移行を目指し

て、原子力及び RE の推進が促されてき

ましたが、放射能漏出のリスクなどに世

論の注目が集まる中で、主要国のドイツ

が脱原発を決めると同時に、原発閉鎖に

よる電力の不足分については RE 主体に

賄う計画(2020 年までに、電力供給量全

体に占める割合を足元の 17%から 35%に

引き上げる)を打ち出しました。他の欧

州諸国にも同様に原発政策を見直す先が

みられることから、今後多くの国がドイ

ツに追随すれば、RE 市場が想定以上に拡

大することも予想されます。 

 

拡大を牽引するのは洋上風力発電 

 

 とくに注目を集めているのが洋上風力

発電です。洋上風力発電とは、一般に海

岸から数十キロ以内の海域に風力発電設

備を設置するものですが、陸上に比べて

強い風が得られるうえ、騒音対策も不要

で用地の制約が少ないことから大型化が

可能というメリットもあり、実用化が進

められてきました。洋上風力発電施設は

90年に初めてスウェーデンで建設されて

から、欧州の電力会社の子会社が主体に

なって建設や操業が進み、2010年の設備

容量は世界全体で3GW強(風力発電市場全

体の1.6％)に達しています。 

とくにドイツや英国では、北海に面し

ており比較的強い風を得られるうえ、地

盤が固く洋上施設を建設しやすいこと、

油田運営で培われた洋上･海底設備の建

設や操業ノウハウ、専用船舶等が転用可

能であること等を背景に建設が進んでお

り、10年末の設備容量は合算で1.5GWと

世界全体の半分を占めています。ドイツ

は2010年時点で0.1GW強に止まっていた

総発電容量を 2020年までに20～25GWま

で急拡大させる目標を掲げているほか、

英国は設備容量9GWのプロジェクトを建

設中(一部運転開始)であるうえ、32GWの

大型案件をも計画しています。欧州全体

ではこれら両国が牽引役となって洋上風

図表１　世界の洋上風力発電導入量見通し
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力発電の総発電容量を2015年までに14GW、

20年までに41GWと、原発閉鎖の影響を考

慮しないベースでも順調に拡大させてい

く見通しです(図表1)。 

 本資料は、情報提供を目的に作成されたものであり、何らかの取引を誘引することを目的としたものでは

 
政府の手厚い支援策が不可欠 

 
このように市場拡大が期待される洋上

風力発電ですが、設備や機器には高い耐

食性や強度が要求されるだけに機器コス

トや建設費が割高となるうえ、海底ケー

ブル敷設等の費用も負担する必要がある

こと、操業開始後もメンテナンスや不測

の事態が発生した際の修繕などに時間や

コストが嵩むおそれがあることなど、現

時点では発電コスト単価は割高で経済性

が課題となっています(図表 2)。 

このため、洋上風力発電の拡大に際し

ては、これらのデメリットを補うための

政府による支援策(具体的には、固定価

格買取制度や政府補助金給付制度等)に

よる後押しが不可欠です。ドイツは洋上

風力発電に対して給付する補助金額を陸

上風力発電対比 1.67 倍にする予定であ

るほか、英国は洋上風力発電については

陸上風力発電の 2 倍の補助を受けられる

立付けとするなど、両国では洋上風力発

電プロジェクトに対する支援の枠組みが

整いつつあります。 

これら市場拡大に伴い風車や付帯設備

の量産が進んでコストが低下するほか、

建設や操業のノウハウも蓄積され、より

大型で効率的なプロジェクト運営等を通

じて経済性が改善すると期待されますが、

その一方で、プロジェクトの大型化に伴

い、風力発電の課題である発電量の不安

定性への対応がますます必要になってき

ます。そもそも、風力発電については、

発電量の変動を大手電力会社が吸収して

電力の安定化を図る必要がありますが、

洋上風力発電が増えると電力大手が吸収

しきれなくなり、場合によっては自社で

大型蓄電設備を保有する等して電力安定

化に向けた対応を迫られる公算が高くな

ると思われます。 

 

市場の拡大に向けて～鍵は発電の経済性 

 

 市場が本格的に拡大するにつれて、関

連産業の成長や雇用拡大にも繋がり、経

済全体に与える影響も小さくないとみら

れています。陸上発電の機器供給や建

設･操業で相応の実績を有する欧州企業

は、すでに洋上風力発電の導入促進を睨

んでプロジェクトへの参画等を進めてい

ますが、わが国の発電業者や機器メーカ

ーについても、欧州で地場企業と連携す

るなどして、洋上風力発電市場のアジア

等への拡大に備えてノウハウを蓄積して

おくことも重要になるとみられます。 

図表２　電源別発電コスト単価比較(2010年時点)
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